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 Mwa dzuka bwanji ? Dni ka lankhula Ntcheu . 

 関町北
せきまちきた

小学校
しょうがっこう

のみなさん、こんにちは。今、マラウイで一番
いちばん

大きな川といわれて

いる Shire river沿
ぞ

いがものすごい暑
あつ

さに見舞
み ま

われています。わたしの住
す

んでいるリウ

ォンデも、すぐ側
そば

を Shire 川が流
なが

れているのでとても暑
あつ

いです。日本だったらすぐク

ーラーをつけてしまうような暑さでも(正確
せいかく

には分かりませんが、40℃～42℃くらい

といわれています)、電気
で ん き

の供 給
きょうきゅう

が安定
あんてい

しないので、扇風機
せんぷうき

も使
つか

えたり使えなかっ

たり・・・もちろんクーラーはありません。でもマラウイではこれが普通
ふ つ う

。外で料理
りょうり

をするほうが涼
すず

しいので、外で料理をするスタイルはこの環境
かんきょう

にあっているなと思
おも

います(蚊
か

が多
おお

いので気
き

を付
つ

けなければいけないですが・・・)。ものがない暮
く

らしも、

楽
たの

しみたいと思います。 

 さて、今日はわたしの大家
お お や

さんの生まれたところ「Ntcheu」に行ってきた話
はなし

をし

たいと思います。わたしの大家さんは「Ntcheu」という場所
ば し ょ

の国会
こっかい

議員
ぎ い ん

をしていま

す。国会議員と聞くと、「テレビの人」という感覚
かんかく

があるかもしれませんが、マラウ

イではそういうイメージは全
まった

くありません。むしろそれぞれの村の代表
だいひょう

とは、

直接
ちょくせつ

話をしたり、電話
で ん わ

をしたりすることができるというのが基本
き ほ ん

なんだそうです。

大家さんの車
くるま

に乗
の

せてもらっていきました。リウォンデからはだいたい２時間くら

いです。Ntcheu に着
つ

くと早速
さっそく

、ものすごい歓迎
かんげい

が。車の周
まわ

りを大勢
おおぜい

の人たちが取
と

り

Rina Inoue 

 



囲
かこ

んで踊
おど

って歌
うた

ってくれます。大歓迎
だいかんげい

を受
う

けながら、マラウイで集会
しゅうかい

といえばな場

所、「大きな木の下」に到着
とうちゃく

しました。 

 集会
しゅうかい

の会場
かいじょう

には、たくさんの人が集まっていました。「Ntcheu」というのは日本

でいうと都道府県
と ど う ふ け ん

のようなものです。そして、その中にも日本のように区
く

市
し

町村
ちょうそん

が

あります。「Ntcheu」の村の代表
だいひょう

の人たちが大きな円
えん

を作って取り囲んでいました。

挨拶
あいさつ

はコロナの影響
えいきょう

で、「グーとグーを合わせる」形に変わってきていたマラウイ

でしたが、環境
かんきょう

も変
か

わり、コロナ以前
い ぜ ん

の「握手
あくしゅ

スタイル」で挨拶
あいさつ

をしました。「ノ

ーマル握手、手を組み直して握手、またノーマル握手」の３種類
しゅるい

です。しっかり時間
じ か ん

をかけて一人一人と挨拶をしましたよ。 

 大家さんから大勢
おおぜい

の前で紹介
しょうかい

され、チェワ語で簡単な挨拶をしました。どこにい

っても温
あたた

かく迎
むか

えてくれるマラウイの人々に会えて、とてもいい経験
けいけん

でした。 

 

 車の前と

横とを取

り囲んで

歌ってい

ました。 

おりてみるとこんな

感じです。すごい人。 

座っている人たち全員に

あいさつをしました。 

マラウイスタイル。 

話を聞いたり、踊る場面が

あったり、新鮮でした。 


